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努

F

グ
上
特
別
木

F

F
下
新
木
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一
F
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下
新
木
第
二

p

p

中
堅
一
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P

湖
北
商
業

F

計

三

七

顔

合

八
ニ
ヌ
八
口一ムハ
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一
玄
丸
一ニ五
一
九
一一一九段。

一一六

厚
生
省
式
改
良
夜
所
に
つ
い
て

ハ
イ
〉
大
制
捜
碍
悼
の
落
誌
に
は
木
板
の
フ

F
を
す
る

(
と
持
辞
気
管
の
下
部
役
割
閉
じ
取
る
が
排
祭
管
は
た
く
と
も
よ
い

(
ハ
)
漏
出
時
間
の
禄
出
向
n
H

及
び
漏
出
品
は
傘
ア
ミ
主
張
る
と
と

ハ
三
小
後
部
怖
の
ゑ
格
興
協
HF

丹
後
二
寸
五
分

8
・0-
議
米
〉
叫
が
ふ
正
ナ
る
と
み
」

ハ
ホ
〉
中
指
の
数
字
捻
す
べ
て
メ
ー
ト
ル
閥
早
位

〈ヘ一
v

太
鵠
制
時
弘
仲
間
水
且
憎
ん

9
ル
愛
物
在
一
爪
す

ハト
V

大畑
vd殺
に
つ
ら
絞
る
・
中
山
脇
随
時
叫
加
悦
抽
仰
の
ふ
統
制
問
主
事
下
方
へ
融
持
蹴
刺
し

て
糾
問
品
内
w
い
湘
滑
れ
ツ
ウ
ヂ
返
し
と
す
る

問
伊
生
祭
式
改
良
便
所
は

拙
柄
拘
特
務
系
的
時
染
時
的
r
平常生向

市
出
守
師
陣
肱
慨
す
る
た
め
に
考

察
J

さ
れ
た
も
の
で
、
と
の

蹴
関
係
か
ら
汲
み
山
川
窃
れ
る

爽
援
政
党
分
に
掛
問
機
ヂ
み
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い
ま
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以
前
後
及
ナ
れ
ぼ
液
化
胤
帥
附
時

払
拭
崎
間
金
融
常
生
由
属
病
主
将
ぼ

崎
駅
線
描
ず
る
と
と
が
悶
同
様
る

や
け
で
す
。

〈

A
V

務
治

不
集
会
犯
し
き
ら
れ
た

一
一
一
鐙
よ
野
友
里
、
ふ
ん
尿

は
宮
口
い
も
の
主
君
J

第
一
機

か
ら
媛
次
に
お
く
ら
れ
、

そ
の
郊
に
‘
お
い
て
ふ
ん
渓

十

月

三

十

九

日

久

駁

丸
出
吋

i
十

六

時

榔

門

帥

蹴

グ

官

叩

修

中

見

附

間

小

叩

後

嶋

崎

隊

一

堂

ナ

。

十
月
三
十
日
削
減
沈
災
附
例
制
捌
お
姉
崎
隊
一
紛
糾
お
抽
柑
臨
怖
は
次
の
主
う
な

き
持

i
十
六
一
降
、
l

一
種
綴
で
る
り
ま
す
が
際
籾

F
伽

抑

制

初

期

下

古

川

ド

グ

ハ

一

一

v

紛

糾

設

相

談

所

の

弘

泰

一

段

俊

一

機

霊

祭

智

治

醐

開

会

ゆ
品
甲
山
明
品
相
執
紛
漁
船
相
談
所
で
は
納
税
者
の
皆
さ
ん
正
勝
挫
賦
し
て
次
一
投
下
さ
い
。

験

続

相

鱗

腕

-

の

蓄

に

つ

い

て

脅

警

致

し

ま

す

て

小

烏

持

一

4
、
会
主
義
金
い
か
滞
納
さ
れ
た
原
市
滋
に
つ
い
て
一
ホ
ホ
ジ
ロ
、
メ
ジ
慣

と
の
拍
相
談
所
の
関
絞
箆
第
一
間
在
丸
月
下
州
仰
に
行
い
…
初
、
資
方
の
浦
市
約
金
は

E
の
よ
う
記
し
た
ら
約
ま
る
か
一
ウ
グ
イ
ス
、
ャ
可
ガ

ま
し
た
が
大
掛
抗
争
、
の
山
以
蹴
安
上
げ
る
こ
と
が
山
川
来
叉
一
竺
て
資
方
の
税
金
の
異
議
申
立
に
づ
い
て
一
芳
、
マ
ヒ
ロ
、
・
ザ
ソ

税
務
の
皆
さ
ん
m
り

蹴

討

議

も

あ

り

ま

す

の

で

、

そ

の

襲

撃

一

品

、

約

制

慌

の

苦

情

相

談

一

乞

パ

F

に
際
え
て
第
二
回
出
幅
相
談
所
在
-
択
の
日
裂
に
よ
り

τ間
開

設

一

卒

、

執

抑

制

切

の

取

級

…

一

一

、

歎

類

し
ま
す
の
で
警
一
者
絵
漏
れ
た
く
御
利
用
一
切
い
ま
す
。
一
三
そ
の
徳
川
預
金
に
つ
い
て
の
相
談
一
く
ま
べ
ぴ
ぐ
J

7

8

勺

2
2
2民
間
的
バ
主
削
.
訟
U.
桁
.
町
民
主
担
割
引
白
川
町
制
主
計
三
幻
軒
下
JU繁一

川
一
関
に
お
寄
せ
裁
い
た
手
級
一
と
い
う
率
約
℃
ず
が
、
夜
一
一
家
一
入
樹
防
総
時
羽
て
る
議
は
山
刷
の
務
災
山
林
な
く
怒
る
一
磯
市
W

仏
紙
知
カ
し
て
ぬ
妙
お
絞
り
山

小
が
一
一
語
、
多
安
ま
し
た
。
互
融
館
山
仏
各
部
柑
問
、
附
内
内
に
お
…
に
づ
い
て
は
吋
撃
し
て
い
一
と
添
い
ま
す
が
似
分
に
も
一
三
善
之
、

V

持
組
制
作
に
・
少
な
か
っ
た
の
で
一
げ
る
向
問
中
市
街
た
総
務
明
、
ぁ
…
W
Q
子
供
も
な
く
州
統
緩
め
鍔
そ
の
附
議
人
齢
芸
品
ヅ
い
引
の
一
強
烈
去
の
拶
僻
酬
の
お
俊
樹
様
双
山

山
ら
お
ま
ず
宅
街
れ
も
災
一

p
ま
し
て
、
蜘
判
決
い
ん
が
品
誠
一
も
い
き
ゑ
い
も
の
に
ゆ
材
隊
一
主
総
憾
の
腕
試
畿
に
ま
押
抑
間
一
品
縄
問
符
訪
中
入
潟
水
設
鐙
い
よ

川
制
約
殺
が
絞
で
あ
静
ま
し
て
一
分
織
に
主

P
決
め
ら
れ
た
一
生
武
士
会
緩
い
で
あ
章
一
カ
下
さ
い
。
一
つ
い
て
段
、
本
年
出
院
予
算
山

川
脱
線
の
手
紙
甘
い
対
し
て
紋
…
談
役
柑
徐
行
し
て
臨
附
ら
れ
る
一
か
働
し
た
が
、
と
札
参
紋
幾
一
第
一
一
…
項
目
筒
の
綴
議
の
附
勝
一
に
も
計
上
さ
れ
て
お

b
ま
山

川
一
織
の
駒
討
す
綴
綴
に
お
い
て
-
の
で
は
た
い
か
と
思
い
ま
一
該
時
豆
、
ど
の
抱
一
警
千
三
副
主
づ
い
て
捻
、
隊
出
↓
↓
問
問
す
の
で
、
一
な
る
べ
く
卒
〈
V

E答
数
し
ま
す
。
一
ナ
の
て
町
長
は
と
れ
土
け
る
陥
尽
き
調
官
僚
の
主
告
に
皮
々
、
特
需
鋭
、
期
間
一
選
手
い
た
し
ま
ナ
。
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遂
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向
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時

弘
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敏

一
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ヱ

家

に

は

政

認

で

も

帽

古

川

一

日

時

狩

り

い

れ

均

一

町

長

え

の

手

棋

一

ち

し

て

ま

ま

す

が

山

一
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一

震

の

ぎ

な

る

と

宮

内

…
時
間
設
切
れ
湾
総
帥
一

E
L
f
¥
お
寄
ぜ
下
さ
い
一
訂
以
内
諮
問
時
…

川

し

て

裁

き

た

い

と

い

う

泰

一

一

一

一

少

さ

れ

て

絞

整

ま

ず

主

う

山

川
設
で
、
と
の
家
同
い
づ
い
て
一
樹
尚
一
れ
さ
せ
た

b
必
め
毒
殺
一
に
な
A
J

て
た
?
ま
し
て
、
一
件
仙
讐
悼
の
耐
蜘
榊
闘
の
脚
内
絞
殺
一
に
仙
抑
制
執
附
貯
榔
精
鋭
令
官
民
び
終
川

川
政
岡
都
議
後
綴
壌
に
遜
総
後
一
役
ち
路
市
対
る
も
の
マ
は
あ
一
お
く
脚
山
総
隊
叫
V

句
、
為
的
殺
害
三
統
制
明
し
ず
二
日
も
尽
く
修
一
品
税
制
相
談
師
m
m
w
毅
然
総

zi

r籾
し
て
粉
脅
ま
し
た
a

一
言
ま
ぜ
ん
。
こ
の
淡
帆
憶
は
一
明
、
ナ
か
ら
、
秘
情
縫
い
い
h
M
い
一
蹴
脱
し
て
裁
く
よ
巧
総
務
と
一
昨
幾
さ
ヱ
w
絞
殺
を
磯
山
り
山

山
町
と
し
て
昨
肺
機
腕
泌
を
融
機
一
級
制
郁
子
向
の
会
縁
切
除
制
川
柳
間
…
て
岬
即
決
さ
れ
る
べ
雲
間
樹
問
一
議
織
の
獄
後
も
併
ぜ
て
お
一
て
開
商
J
V
主
eJ
が
一
山
尚
一
向
黒

川
や

νて
と
れ
線
不
良
の
制
強
…
絡
し
て
凝
る
も
の
で
は
な
…
哨
に
は
な
い
か
と
開
品
約
い
た
…
被
い
し
て
爵

P
ま
ナ
。
闘
m
一
樹
抑
協
カ
下
さ
い
g

的斡
U
J
K
M

r
E
綴
し
た
い
考
え
で
艇
掛
…
い
や
察
を
付
加
え
て
緩
智
ま
…
し
ま
ダ
。
遊
脚
陣
ザ
ム
議
後
復
…
で
も
と
の
事
実
在
務
め
て
一
我
孫
子
附
時
時
地
畿
の
た
め
の
山
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型

ま

す

@

一

7
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…
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い
て
減
、
淡
京
湾
と
…
毘
鳩
町
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懸
祭
の
湖
北
地
先
の
一
希
明
治
や
意
見
等
が
ら
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ま
ん
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志

ま

佐
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正

飯
塚
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太
郎

援
本
勝
攻
邸

玄

同

一

議
弁
茂
助

中
村
文
閥
的

活
弁
太
閤
附

都
常
務
描
閣

総
融
制
幾
太
郎

判
柄
本
竹
総

務
単
品
問
削
与
問
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抑

助
咽
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崎
川
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れ
あ

ζ
と
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絞
っ
て
い
的
安
ア
。
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っ
て
ふ
ん
開
棋
の
融
問

滋
を
は
か
る
も
の
で
ふ
ん

尿
を
糊
怖
い
俊
抽
出
向
に
好
調
爾

し
て
訟
け
減
、
市
平
岡
絞
以
下
F

k
h
o
い
て
は
融
臨
時
擦
が
欠
乏

し
V
1
7

ハ
ィ
、
描
出
品
叫
が
お

と

p
鴻
原
菌
泣
間
四
・
刀
た
る

雑
閣
の
た
め
に
品
開
ん
"
と
撲

滅
さ
れ
ま
ナ
。
叉
各
綴
織

配
循
環
す
る
開
聞
に
で
務
総

潟
、
特
に
ゆ
宵
掠
山
南
出
獄
却
は
山
市
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明
開
に
主
主
制
叫
級
、
る
浴
さ

れ
印
刷
織
防
鍬
下
し
ま
す
。

ハ
C
V
幅削闘鮒

ー
、
絡
ん
ど
絞
殺
化
詩

れ
た
榔
判
然
的
ふ
ん
凶
棋

と
依
り
ま
す

2
、
便
所
が
消
滅
尽
す

3
、
向
両
謝
市
川
伊
少
い

4
、
冷
岡
叫
が
入
ら
な
い

5
、
官
官
拍
車
、
ネ
ズ
ミ
山
婚

が
侵
入
せ
や
、
胴
船
輔
柄

数
回
来
も
大
量
い
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ヱ
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民
潟
そ
の
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倒
閣
騨
紳

士
管
甜
時
間
間
続
務
材
…
制
酬
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含
め
て
約
議
万
例
制
暢
醐
棋
の

錦
町
後
が
か
主

b
ま
す
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